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・「エフエムひこね様 インタビュー」

・広めろメンバーの想い
「１２月度例会～Ｆｉｎａｌ ｓｔｅｐ！感謝祭２０２２！～」
「家族会～家族に届け２０２２結ぶ想い～」

・理事会通信 「第１３回理事会」
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筆者：まずは１２月度例会はどのような例会なのでしょうか？
夏原（慶）：１年間を締めくくる例会ということでこれまで行ってきた活動を振り返り、感謝を伝えあう例会

にしたいと考えています。
筆者：具体的にはどういったものでしょうか？

夏原（慶）：本年度の活動をまとめたムービーをメンバーに見てもらおうと思っています。ムービーを見る
ことによって一年間の活動の喜びや感動、苦労を呼び覚まし、改めて感謝の想いを分かち合
う一助になると考えています。併せて２０２２年度彦根青年会議所の先頭に立って活動に邁
進された横津理事長に活動を振り返り、熱い想いを語っていただいて、横津理事長より各委
員長、事務局長に熱い想いを込めた感謝状を渡していただいて一年間の活動を締めくくって
いただきたいと考えています。

筆者：なるほど、メンバーにはどのようになってもらいたいですか？
夏原（慶）：一年間共に切磋琢磨して成し遂げた成果を噛みしめ、感謝を伝え合い、想いの共有を行って

いただきたいと考えています。そうすることで、今後の活動に活かせる強固な絆の構築がで
きると考えています。

筆者：最後に一言お願いいたします。
夏原（慶）：お楽しみ要素もあるので、皆様に楽しんで参加していただきたいです。

広めろメンバーの想い
「広めろメンバーの想い」では委員会や委員長の想いを取材し記事にしていきます。今回は家族会
～家族に届け２０２２結ぶ想い～、１２月度例会～Ｆｉｎａｌ ｓｔｅｐ！感謝祭２０２２～につ
いて澤井副理事長と夏原委員長にお話を伺います。

「１２月度例会Ｆｉｎａｌ ｓｔｅｐ感謝祭２０２２～」

筆者：家族会～家族に届け２０２２結ぶ想い～とは率直にどのような取り組みでしょうか？
澤井：普段当たり前のようにＪＣ活動を行っていますが、活動を行えているのは、それを支えて

くれている家族や社員等身近な人たちの存在があるからこそのはずです。その人たちに感
謝の気持ちを伝えていただこうと考えています。

筆者：確かに支えてくれる家族や社員の方々の存在は大きいですね！具体的にはどのような内容
でしょうか。

澤井：身近な人たちに手作りのミサンガを作ってメッセージと一緒に送っていただこうと思いま
す。そして本年度の活動の報告を担当した委員長から行ってもらおうと考えています。普
段ＪＣに送り出してくれている方々にどのような活動を行っているか知ってもらい、理解
と興味を持ってもらうことが狙いです。

筆者：家族への感謝、想っていてもなかなか口に出して言えないです。
澤井：そうですね。恥ずかしさもあってなかなか言えないと思います。この機会に普段言えないありがとう

を形にして贈って下さい。
筆者：はい！最後に一言お願いします。
澤井：皆様普段言えない気持ちを

手作りミサンガに込めましょう！

「家族会～家族に届け２０２２結ぶ想い～」
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筆者：よろしくお願いいたします。まずはエフエムひこね様はどのような活動をされていますか？
小幡：よろしくお願いいたします。私たちは彦根市と周辺４町（多賀町、甲良町、豊郷町、愛荘町）のエリ

アを中心にラジオによる情報発信を行っています。民間情報や行政情報、あとは地域で活躍して
いる団体の情報など２市４町の地域密着な情報を集めて、聞いてくださっている人に、聞いて特
する情報を念頭において発信しています。あとは災害時などにも役立つ放送局でありたいと考え
て、活動してきました。

知ろう地域の輝き
「知ろう地域の輝きでは」地域で活躍している人物、話題のスポットを取材し記事にしていきます。
今回はひこねの情報発信源として活躍しておられる「エフエムひこね」局長の小幡様にインタ
ビューを行いました。

筆者：放送にあたってモットーにしていることはありますか？
小幡：モットーにしている事は、へたくそでも良いから確実な情報を伝えたいと思っています。開局した

ての頃から大手の放送局にはできないことにこだわってやって来ました。おしゃれな音楽でお
しゃれな番組というよりも、地元の裏情報、あそこのスーパーが安かった等、地域密着な身近な
情報を流していきたいと考えています。

筆者：地域の情報を集めて地域に還元しているのですね。
小幡：そうです。でも最近はＳＮＳを使った情報発信が盛んで、ラジオの拝聴者が減ってきているが

実情です。しかしラジオにはラジオの良さがあるはずです。車には必ずラジオがついていま
すし、一家に一台はラジオを聞くことができるものがあるはずです。受信媒体があればどこで
も聞くことができるのもメリットです。

ＬＩＮＥアカウント

ラジから

クラウド
ファンディング

筆者：様々なことを考えてチャレンジされているのですね。
小幡：そうですね。そのための取り組みを行うために現在クラウドファンディングに挑戦しています。

ラジオでしか出来ない返礼品も用意していますので、一度見ていただければと思います。
筆者：本日はありがとうございました。エフエムひこね様の情報共有させていただきます。

筆者：なるほど。ラジオは昔から親しまれてきましたものですよね。
小幡：はい、それを絶やさないように今後も続けて増やしていくことが永遠の課題だと考えています。

私たちも本年度で開局２０周年を迎えさせていただきました。節目を迎えて変化していく必要
性というのも感じています。ラジオ局は「聴くもの」だけを提供するのではなく、これからは「見
る・・」も意識して情報提供すべきであると。
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事 業 ・ 例 会 案 内

理事会通信
この欄では青年会議所の理事会の情報を紹介いたします。

●２０２２年 １１月１９日
一夜かぎりのランタンナイト

●２０２２年 １２月 ２日
家族会～家族に届け２０２２結ぶ想い～

２０２２年度 第１３回理事会決議事項
日時：２０２２年１０月２４日（月） １９時０５分 ～ ２２時５５分
場所：文教スタヂオ ５Ｆ

●審議事項
１号議案 総務調査～ＪＣＩ彦根をアップデート～開催の件

全会一致をもって承認
２号議案 彦根城世界遺産登録に向けた事業

～写そう生み出そうこのまちの未来～開催の件
全会一致をもって承認

３号議案 ８月度例会～Ｓｅｃｏｎｄ ｓｔｅｐ！繋げ想い～開催の件
取り下げ

４号議案 ８月臨時総会開催の件
全会一致をもって承認

５号議案 家族会～家族に届け２０２２結ぶ想い～開催の件
全会一致をもって承認

６号議案 １２月度例会～Ｆｉｎａｌ ｓｔｅｐ！感謝祭２０２２～開催の件
全会一致をもって承認

７号議案 １２月通常総会開催の件
全会一致をもって承認

８号議案 ２０２２年度事業及び会計報告書作成の件
全会一致をもって承認

●２０２２年 １１月 ５日
１１月度例会～唯一無二の輝きを放つひこねの未来へ～

今回の理事会は報告議案が４議案、計画議案が４議案でした。中でも１２月度例会は１年を締めくく
る例会として感謝を伝える例会です。

今回の理事会で２０２２年度の事業計画議案書は出揃った形となりました。２０２３の活動もスタートし
始めたことで、２０２２年度のラストスパートに突入です。

●２０２２年 １２月 ６日
１２月度例会 ～Ｆｉｎａｌ ｓｔｅｐ！感謝祭２０２２～

●２０２２年 １２月１７日
献血活動（ＴＲＩＡＬ南彦根）
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